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は
じ
め
に

白
川
静
博
士
の
文
字
学
（
以
下
白
川
文
字
学
と
い
う
）
は
日
本
に
お
い
て
は
、

様
々
な
知
識
人
に
支
持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
学
問
と
し
て
認
知
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
私
は
日
本
に
や
っ
て
き
て
か
ら
漢
字
学
を
学
び
、
最
初
は
中
国
の
文
字
学
者

の
字
源
解
釈
を
学
ん
で
い
た
。
そ
の
う
ち
白
川
文
字
学
を
学
び
、
博
士
の
提
唱
す

る
漢
字
の
字
源
に
つ
い
て
は
概
ね
正
し
い
と
思
え
、
且
つ
系
列
文
字
の
体
系
を
学

ん
で
そ
の
解
釈
の
整
合
性
に
驚
か
さ
れ
た
。

白
川
文
字
学
が
日
本
と
同
じ
漢
字
圏
で
あ
る
中
国
・
台
湾
に
お
い
て
は
一
体
ど

の
く
ら
い
認
知
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。
従
来
の
中
国
漢
字
学
者
の
文
字
学
の
方
法
を
提
示
し
、
そ

れ
を
白
川
文
字
学
に
対
照
し
て
そ
れ
ら
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。ま
た
、「
口
」

「
史
」「
文
」
を
例
に
と
り
、
中
国
漢
字
学
者
の
字
源
解
釈
と
白
川
文
字
学
を
対
照

し
、
そ
の
違
い
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
ら
に
、
白
川
文
字
学
の
ど
う

言
っ
た
特
徴
を
中
国
・
台
湾
の
文
字
学
者
に
伝
え
た
い
か
を
提
示
し
た
い
。

一
．
白
川
静
先
生
著
作
の
中
国
語
翻
訳
の
現
状

１
．
中
国
大
陸
に
於
け
る
白
川
静
博
士
の
翻
訳
書

（
1
）
白
川
博
士
の
著
書
翻
訳

①
王
孝
廉
譯
『
中
国
神
話
』
長
安
出
版
社
、
１
９
８
３
年

（『
中
国
の
神
話
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
50
年
9
月
）　

②
何
乃
英
譯
『
中
国
古
代
民
俗
』
陝
西
人
民
美
術
出
版
社
、
１
９
８
８
年
11
月

（『
中
国
古
代
の
民
俗
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
昭
和
55
年
5
月
）

③
袁
林
譯
『
西
周
史
略
』
三
秦
出
版
社
、
１
９
９
２
年
5
月

（『
金
文
通
釋
』
四
六
輯
・
四
七
輯
「
西
周
史
略
」
白
鶴
美
術
館
、
昭
和
52
年
4
月
・

10
月
）

④
曹
兆
蘭
選
譯
『
金
文
通
釋
選
譯
』
武
漢
大
学
出
版
社
、
２
０
０
０
年
3
月

（『
金
文
通
釋
』
白
鶴
美
術
館
、
昭
和
37
年
8
月
〜
59
年
3
月
）　

⑤
朱
家
駿
主
編
『
漢
字
』
厦
門
大
学
出
版
社
、
２
０
０
５
年
2
月

（『
漢
字
の
世
界
1　

中
国
文
化
の
原
点
』・『
漢
字
の
世
界
2　

中
国
文
化
の
原
点
』

平
凡
社
、
昭
和
51
年
1
月
・
3
月
）

中
国
・
台
湾
に
お
け
る
白
川
文
字
学
の
受
容

張　
　
　
　
　
　

莉



中
国
・
台
湾
に
お
け
る
白
川
文
字
学
の
受
容

五
四

⑥
蘇
氷
譯
『
常
用
字
解
』
九
州
出
版
社
、
２
０
１
０
年
10
月

（『
常
用
字
解
』
平
凡
社
、
２
０
０
３
年
12
月
）

⑦
鄭
威
譯
『
漢
字
百
話
』（
繁
体
字
版
）
大
象
出
版
社
、
２
０
１
２
年
4
月
（
初
版
）

（『
漢
字
百
話
』
中
公
新
書
、
１
９
７
８
年
4
月
）

⑧
鄭
威
譯
『
漢
字
百
話
』（
繁
体
字
版
）
大
象
出
版
社
、
２
０
１
６
年
4
月
（
二
版
）

（『
漢
字
百
話
』
中
公
新
書
、
１
９
７
８
年
4
月
）

⑨
張
莉
譯
『
白
川
静
文
字
学
的
精
華
』
天
津
人
民
出
版
社
、
２
０
１
２
年
12
月

（「
釋
文
」「
釋
史
」『
甲
骨
金
文
論
叢
』
上　

平
凡
社
、
２
０
０
８
年
6
月
）

⑩
呉
守
鋼
譯
『
孔
子
傳
』
人
民
出
版
社
、
２
０
１
４
年
2
月

（『
孔
子
伝
』
中
公
文
庫
、
１
９
９
１
年
1
月
）

⑪
鄭
威
譯
『
漢
字
百
話
』（
簡
体
字
版
）
中
信
出
版
社
、
２
０
１
４
年
5
月

（『
漢
字
百
話
』
中
公
新
書
、
１
９
７
８
年
4
月
）

（
2
）
白
川
静
博
士
の
論
文
翻
訳

①
許
禮
平
譯
「
金
文
学
史
」（
一
）（
二
）『
中
国
語
文
研
究
』
第
3
・
6
期

（『
金
文
通
釋
』
四
一
輯
・
四
二
輯
「
通
論
篇
一
・
通
論
篇
二
」
白
鶴
美
術
館
、
昭

和
49
年
6
月
・
7
月
）

②
劉
志
揚
譯
「
周
初
殷
人
活
動
」『
日
本
学
者
研
究
中
国
論
著
選
譯
三
巻
』
上　

古
秦
漢　

中
華
書
局
、
１
９
９
３
年
11
月

（「
周
初
に
お
け
る
殷
人
の
活
動
―
主
と
し
て
軍
事
関
係
の
考
察
」『
古
代
学
』
一

巻
一
号
昭
和
27
年
1
月
）

③
高
廣
政
譯
「
斉
侯
盤
」『
管
子
学
刊
』
２
０
０
３
年
第
1
期

2
．
台
湾
に
於
け
る
白
川
静
博
士
の
翻
訳
書

（
1
）
白
川
博
士
の
著
書
翻
訳

①
杜
正
勝
譯
『
詩
經
研
究
』
幼
獅
月
刊
叢
書
、
民
國
63
年
9
月

（『
詩
經
―
中
国
の
古
代
歌
謡
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
45
年
6
月
）

②
杜
正
勝
譯
『
詩
經
的
世
界
』
東
大
図
書
公
司
、
民
國
90
年
6
月

（『
詩
經
―
中
国
の
古
代
歌
謡
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
45
年
6
月
）

③
温
天
河
・
蔡
哲
茂
共
譯
『
甲
骨
文
的
世
界
―
古
殷
王
朝
的
締
構
』
巨
流
圖
書
公

司
、
民
國
66
年
9
月

（『
甲
骨
文
の
世
界
―
古
代
殷
王
朝
の
構
造
』
平
凡
社
、
昭
和
47
年
2
月
）

④
加
地
伸
行
・
範
月
嬌
共
譯
『
中
國
古
代
文
化
』
文
津
出
版
社
、
民
國
72
年
5
月

（『
中
国
古
代
の
文
化
』
講
談
社
、
昭
和
54
年
10
月
）

⑤
温
天
河
・
蔡
哲
茂
共
譯
『
金
文
的
世
界
』
聯
經
出
版
事
業
公
司
、
民
國
78
年
8
月

（『
金
文
の
世
界
―
殷
周
社
会
史
』
平
凡
社
、
昭
和
46
年
4
月
）

⑥
韓
文
譯
『
孔
子
』
聯
經
出
版
公
司
、
２
０
１
３
年
10
月

（『
孔
子
伝
』
中
公
文
庫
、
１
９
９
１
年
1
月
）

（
2
）
白
川
静
博
士
の
論
文
の
翻
訳

①
徐
復
觀
譯
「
對
於
訓
詁
的
思
惟
形
式
」『
民
主
評
論
』
9
巻
7
期
、
民
國
47
年

4
月

（「
訓
詁
に
於
け
る
思
惟
の
形
式
に
つ
い
て
」
立
命
館
文
学
六
四
号
、昭
和
23
年
3
月
）

②
「
懐
念
董
作
賓
教
授
」
梁
英
茂
譯
『
中
国
文
字
』
18
号
、
民
國
54
年
12
月

（「
董
作
賓
教
授
を
想
う
」『
古
代
文
化
』
一
三
巻
四
号
、
昭
和
39
年
10
月
）　

③
鄭
清
茂
譯
「
作
冊
考
」『
中
国
文
字
』
39
・
40
号
、
民
國
60
年
3
月
、
民
國
60

年
6
月
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（『
甲
骨
金
文
学
論
集
』「
作
冊
考
」
朋
友
書
店
、
昭
和
48
年
12
月
）

④
範
月
嬌
譯
「
月
令
的
形
式
」（
七
章
一
節
）「
採
桑
女
」（
六
章
二
節
）『
日
本
漢

学
論
文
集
』（
一
）

文
史
哲
出
版
社
、
民
國
74
年
1
月

（『
中
国
古
代
の
民
俗
』
講
談
社
、
昭
和
55
年
5
月
）

⑤
範
月
嬌
譯
「
淮
戎
與　

氏
諸
器
」『
日
本
漢
学
論
文
集
』（
一
）
文
史
哲
出
版
社
、

民
國
74
年
1
月　

（「
淮
戎
と　

氏
諸
器
」『
立
命
館
文
学
』
四
一
八
・
四
一
九
・
四
二
〇
・
四
二
一
号
、

昭
和
55
年
6
月
）

二
．
中
国
文
字
学
者
の
研
究
方
法
に
つ
い
て

1
．
羅
振
玉
は
『
殷
墟
書
契
考
釈
』
に
古
文
字
考
釈
の
方
法
に
つ
い
て
、「
由
許

書
以
溯
金
文
，
由
金
文
以
窺
書
契（

1
）」
と
述
べ
て
い
る
。
金
文
を
探
る
の
に
許
慎

の『
説
文
解
字
』よ
り
考
察
し
、甲
骨
文
字
に
つ
い
て
は
金
文
よ
り
考
察
す
る
。『
説

文
』
を
重
視
す
る
が
、『
説
文
』
に
す
べ
て
拘
る
の
で
は
な
い
。

2
．
王
国
維
は
「
二
重
証
據
法
」
に
つ
い
て
、「
吾
輩
生
於
今
日
，
幸
於
紙
上
之

材
料
外
，
更
得
地
下
之
材
料
。
由
此
種
材
料
，
我
輩
固
得
據
以
補
正
紙
上
之
材
料
，

亦
得
証
明
古
書
某
部
分
全
為
實
録
，
即
百
家
不
雅
馴
之
言
，
亦
不
無
表
示
一
面
之

事
實
。
此
二
重
証
據
法
，
惟
在
今
日
始
得
為
之（

2
）」
と
述
べ
て
い
る
。
王
国
維
は

古
代
文
献
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
甲
骨
文
・
金
文
等
の
発
掘
さ
れ
た
地
下
資
料

を
重
要
視
し
、
こ
の
二
つ
の
論
拠
を
刷
り
合
わ
せ
て
真
実
を
得
よ
う
と
し
た
。
こ

れ
を
二
重
証
據
法
と
い
う
。

3
．
唐
蘭
は
古
文
字
認
識
の
方
法
と
し
て
「
怎
様
去
認
識
古
文
字（

3
）」（
ど
う
い
う

ふ
う
に
古
文
字
を
認
識
す
る
か
）

　
「
怎
様
辨
明
古
文
字
的
形
体
」（
ど
の
よ
う
に
し
て
古
文
字
の
形
体
を
識
別
す
る

か
）「
対
照
法
」「
推
勘
法
」「
偏
旁
分
析
」「
歴
史
的
考
証
」
な
ど
を
提
唱
し
た
。

甲
骨
文
字
・
金
文
に
つ
い
て
、
原
資
料
の
傷
み
に
よ
る
判
別
の
困
難
、
文
字
を

書
い
た
人
の
不
統
一
・
間
違
い
・
省
略
形
も
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。
拓
本
・
臨

摸
に
よ
り
生
じ
た
判
別
の
困
難
等
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
学
習
を
十

分
に
経
た
後
見
識
を
も
つ
こ
と
、
対
象
と
す
る
文
字
の
原
資
料
の
周
囲
の
文
字
を

通
読
し
て
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

◇
「
対
照
法

―
或
比
較
法
」

初
期
の
古
文
字
研
究
に
は
『
説
文
解
字
』
あ
る
い
は
『
三
体
石
経
』
の
小
篆
・

隷
書
・
古
文
の
文
字
の
形
と
比
較
対
照
し
て
未
解
読
の
甲
骨
文
・
金
文
の
文
字
の

正
体
を
探
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
理
解
さ
れ
た
古
文
字
を
通
し

て
さ
ら
に
新
出
の
甲
骨
文
・
金
文
等
の
文
字
を
見
極
め
る
方
法
を
「
対
照
法
」
と

言
う
。

◇
「
推
勘
法
」

未
解
読
の
古
文
字
に
つ
い
て
あ
る
文
字
を
仮
説
と
し
て
設
定
す
る
方
法
。
文
章

の
前
後
の
意
味
か
ら
未
解
読
文
字
の
正
体
が
わ
か
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
方
法
は
間
違
い
や
す
い
の
で
注
意
を
要
す
る
。

◇
「
偏
旁
分
析
法
」

孫
詒
譲
が
多
く
こ
の
方
法
を
用
い
た
。
偏
旁
を
分
析
し
文
字
を
各
パ
ー
ツ
に
分

け
て
パ
ー
ツ
毎
の
意
味
に
つ
い
て
言
及
し
、
未
解
読
の
文
字
を
各
々
の
パ
ー
ツ
の

集
合
体
と
し
て
意
味
を
と
ら
え
る
。
古
文
字
の
謎
解
き
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
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義
の
確
か
な
字
の
パ
ー
ツ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
生
じ
た
新
た
な
義
を
参
考
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
多
く
の
成
果
を
得
て
き
た
。
こ
の
方
法
を
用
い

る
際
に
は
先
入
観
を
廃
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
多
く
の
資
料
を
用
い
客
観
的
な
分
析

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

◇
「
歴
史
考
証
法
」

文
字
が
発
生
し
て
か
ら
幾
多
の
変
遷
が
あ
り
、
形
や
義
の
変
化
が
起
こ
っ
た
。

甲
骨
文
・
金
文
の
変
遷
の
実
態
を
正
し
く
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「
偏
旁
分
析
」

は
研
究
の
横
の
部
分
で
あ
り
、「
歴
史
的
考
証
」
は
研
究
の
縦
の
部
分
で
あ
る
。

こ
の
ふ
た
つ
の
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
「
歴
史
的
考
証
」
は
最
も
重

要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
文
字
は
長
期
に
固
定
的
で
あ
る
が
、
あ
る
文
字

は
流
動
的
で
あ
る
。
文
字
の
歴
史
を
考
証
す
る
こ
と
な
し
に
古
文
字
の
真
偽
を
決

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

４
．
楊
樹
達
『
積
微
居
金
文
説
』

「
每
釋
一
器
，
首
求
字
形
之
無
牾
，
終
期
文
義
之
大
安
，
初
因
字
以
求
義
，
繼
複

因
義
而
定
字
。
義
有
不
合
，
則
活
用
其
字
形
，
借
助
於
文
法
，
乞
靈
於
聲
韻
，
以

假
讀
通
之（

4
）」
と
述
べ
て
い
る
。

「
一
つ
の
器
物
の
銘
文
を
考
釈
す
る
た
び
に
、
最
初
に
字
形
の
齟
齬
が
な
い
よ
う

に
求
め
、
最
後
に
文
の
意
味
が
大
過
の
な
い
よ
う
期
待
す
る
。
初
め
は
文
字
か
ら

意
味
を
求
め
、
次
い
で
意
味
に
よ
っ
て
文
字
を
確
定
す
る
。
意
味
が
う
ま
く
合
わ

な
け
れ
ば
、
字
形
を
活
用
し
、
文
法
の
助
け
を
借
り
、
音
韻
に
す
が
っ
て
、
通
借

字
を
用
い
て
読
み
、
意
味
が
通
じ
る
よ
う
に
す
る
」

上
述
は
、
古
文
字
研
究
に
お
け
る
形
・
音
・
義
三
者
の
関
係
を
実
に
う
ま
く
ま

と
め
て
い
る
。
古
文
字
を
考
釈
す
る
際
に
も
、
必
ず
形
・
音
・
義
の
三
者
を
一
緒

に
考
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

5
．
李
学
勤
『
中
国
古
代
漢
字
学
の
第
一
歩（

5
）』

◇
字
形
を
正
確
に
識
別
す
る
二
つ
の
方
法

文
字
の
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
と
、
既
知
の
文
字
と
の
比
較
対
照
で
あ
る
。

文
字
の
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
偏
旁
分
析
法
」
或
い
は
「
形
体
分

析
法
」
と
呼
ぶ
。

既
知
の
文
字
と
の
比
較
対
照
を
行
う
。
最
初
に
『
説
文
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
字

形
と
比
較
し
、そ
の
次
に
他
の
す
で
に
識
別
さ
れ
た
古
文
字
と
も
比
較
対
照
す
る
。

◇
釋
文
の
検
証
法
に
つ
い
て
は
文
意
が
通
じ
る
か
否
か
を
主
眼
と
す
る
。

あ
る
文
字
を
釈
文
に
記
述
し
た
後
、
そ
れ
を
原
文
の
中
に
戻
し
て
、
上
下
の
文

が
通
じ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。そ
う
す
る
こ
と
が
、

そ
の
釈
文
が
適
切
か
ど
う
か
を
知
る
の
に
一
番
良
い
検
証
法
な
の
で
あ
る
。
古
文

字
を
考
釈
す
る
時
に
は
、
た
だ
『
甲
骨
文
編
』
や
『
金
文
編
』
と
い
っ
た
類
の
字

書
を
開
い
て
、
一
、二
の
特
殊
な
字
形
の
文
字
を
見
る
だ
け
で
、
孤
立
し
た
解
釈

を
す
る
の
は
極
力
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
、
原
文
の
上

下
の
意
味
に
ま
で
配
慮
す
る
の
は
難
し
い
た
め
、
釈
文
も
必
ず
信
頼
で
き
な
い
も

の
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
正
に
楊
樹
達
先
生
の
い
う
よ
う
な
「
初
め
は
字
に
因
り

て
以
て
義
を
求
め
、
継
い
で
復
た
義
に
因
り
て
字
を
定
む
」
と
い
う
や
り
方
を
し

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
当
に
釈
文
が
正
し
け
れ
ば
、
必
ず
文
章
の
上
下
が
ス

ム
ー
ズ
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
も
釈
文
を
原
文
に
あ
て
は
め
て
み
て
、
ど

ん
な
に
解
釈
し
よ
う
と
し
て
も
文
意
が
通
じ
難
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
釈
読
は
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も
う
一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

◇
文
献
学
や
考
古
学
の
成
果
を
応
用
す
る

古
文
字
学
界
の
現
状
か
ら
み
て
、
考
古
学
と
の
関
係
を
強
め
る
よ
う
に
努
め
、

研
究
の
中
で
考
古
学
が
提
供
す
る
方
法
や
成
果
を
で
き
る
だ
け
利
用
す
る
こ
と
が

有
益
で
あ
る
。
過
去
に
出
版
さ
れ
た
古
文
字
に
関
す
る
書
籍
の
い
く
つ
か
は
、
考

古
学
的
な
方
法
と
結
合
さ
せ
て
研
究
を
展
開
す
る
の
に
適
し
て
い
な
い
。例
え
ば
、

金
文
に
関
す
る
書
物
に
た
だ
拓
本
や
模
本
が
あ
る
だ
け
で
、
器
物
の
写
真
が
な
く

寸
法
や
重
量
の
記
載
も
な
く
、
発
見
状
況
の
記
述
も
少
な
い
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
現
象
が
作
り
出
さ
れ
た
原
因
は
、
当
時
の
学
者
が
文
字
を
偏
重

し
て
い
て
、
研
究
に
限
界
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
日
の
古
文
字
学
と
か
つ
て

の
金
石
学
と
の
違
い
は
、
ま
さ
し
く
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
。
考
古
学
的
見
地
に
よ

る
時
代
考
証
や
発
見
の
際
の
他
の
出
土
物
な
ど
の
考
察
を
通
し
て
、
金
文
を
解
釈

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

6
．
高
明
『
中
国
古
文
字
学
通
論
』
の
「
古
文
字
的
考
釈
方
法（

6
）」

　

古
文
字
の
解
釈
法
と
し
て
因
襲
比
較
法
、
辞
例
推
勘
法
、
偏
旁
分
析
法
、
禮
俗

制
度
に
よ
る
釈
字
を
説
明
し
て
い
る
。

◇
「
因
襲
比
較
法
」

楊
樹
達
の
唱
え
た
方
法
で
あ
る
。『
説
文
解
字
』
以
外
に
も
、
甲
骨
文
、
銅
器

銘
文
、
石
刻
、
簡
書
、
帛
書
、
盟
書
、
陶
文
、
璽
印
、
幣
文
及
び
漢
魏
石
刻
、
唐

人
書
卷
等
を
字
源
の
解
釈
に
つ
い
て
比
較
参
照
す
る
。

◇
「
辞
例
推
勘
法
」

二
つ
の
方
法
か
ら
推
理
し
検
証
す
る
。
一
は
、
文
献
中
の
事
例
や
銘
文
を
推
理

し
検
証
す
る
。
一
は
、
例
え
ば
銅
器
の
銘
文
の
言
葉
の
内
容
な
ど
を
推
理
し
検
証

す
る
。

◇
「
偏
旁
分
析
法
」

『
説
文
解
字
』
以
来
の
偏
旁
に
着
目
す
る
方
法
で
あ
る
。
孫
詒
讓
は
偏
旁
を
古

文
字
の
認
識
に
照
ら
し
て
分
析
し
、
そ
の
偏
旁
の
不
同
の
意
味
を
求
め
、
そ
れ
を

同
じ
偏
旁
を
用
い
た
単
体
の
漢
字
に
適
応
す
る
と
い
う
方
法
を
始
め
た
。

◇
「
據
禮
俗
制
度
釋
字
」

歴
史
上
の
風
俗
、
禮
樂
、
法
律
等
各
種
制
度
を
考
察
し
古
文
字
の
釈
字
に
照
ら

し
合
わ
せ
る
方
法
で
あ
る
。
適
用
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、
探
索
手
段
と
し
て

可
能
で
あ
る
。

三
．
中
国
に
お
け
る
文
字
学
に
な
い
白
川
文
字
学
の
特
徴

１
．「
世
界
漢
字
学
会
」
に
お
け
る
白
川
文
字
学
に
つ
い
て
の
発
表
の
際
の
出
来
事

２
０
１
３
年
8
月
、
上
海
の
華
東
師
範
大
学
で
行
わ
れ
た
「
世
界
漢
字
学
会
」

第
1
回
年
会
に
お
い
て
「
関
於
日
本
漢
学
家
白
川
静
的
文
字
学
体
系
」
を
発
表
し

た
。
そ
の
際
に
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

白
川
静
博
士
の
漢
字
学
の
体
系
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
例
を
挙

げ
て
漢
字
の
字
源
を
説
明
す
る
と
い
う
の
が
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。
白
川
博
士
の

「
言
」
と
「
音
」
の
説
明
を
し
た
。
例
え
ば
、「
言
」
は
甲
骨
文
を
「

」
に

つ
く
り
、金
文
を
「

」
に
つ
く
る
。「
音
」
は
金
文
を
「

」
に
つ
く
る
。

「
音
」
の
金
文
は
「
言
」
の
金
文
の
「

」
の
中
に
「
一
」
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。白

川
博
士
に
よ
る
と
、「
言
」
は
「
辛
」
と
「
口
（

）」
に
従
う
文
字
で
、「
辛
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は
入
れ
墨
用
の
針
で
、
明
誓
の
と
き
に
は
自
己
詛
盟
を
行
な
い
、
も
し
違
約
の
時

は
入
れ
墨
の
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る（

7
）」。
そ
れ
に
対
し
て
、「
音
」は「
言
」

と
「
一
」
に
従
う
字
で
、
人
が
神
に
祈
り
ご
と
（
言
）
を
し
た
時
に
、
神
の
反
応

が
あ
る
と
き
は
音
を
も
っ
て
答
え
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
を
「
音
な
ひ
」
と
い
い
、

日
本
の
『
古
語
辞
典
』（

8
）で
は
「
音
な
ひ
」
は
「
動
詞
『
音
な
ふ
』
の
連
用
形
が

名
詞
化
し
た
語
」、「
音
な
ふ
」
は
「
音
を
立
て
る
。
訪
れ
る
。
た
よ
り
を
す
る
」

と
い
う
意
味
に
な
る
。
つ
ま
り
、
神
の
音
を
も
っ
て
す
る
反
応
と
は
、
神
の
訪
れ

の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
な
ぜ
「
訪
れ
る
」
こ
と
を
「
音
な
ふ
」
と
い

う
「
音
」
を
含
ん
だ
語
で
言
い
表
す
か
を
誰
も
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
白

川
博
士
の
説
明
に
よ
り
、
初
め
て
こ
の
二
つ
が
同
じ
意
味
で
あ
る
こ
と
が
結
び
つ

い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
説
明
を
し
た
と
き
に
、
中
国
の
文
字
学
者
た
ち
は
一
斉
に
反
対
意
見
を
述

べ
始
め
た
。
現
代
中
国
語
の
辞
書
を
引
く
と
、「
音
信
」
は
あ
る
の
で
す
が
「
音

な
ふ
＝
訪
れ
る
」
と
い
う
意
味
は
載
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
白

川
博
士
が
上
述
の
解
釈
に
至
っ
た
の
は
、「
音
な
ふ
」
の
解
釈
が
日
本
に
残
っ
て

い
た
こ
と
と
博
士
の
慧
眼
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
私
は
、
そ

ん
な
状
況
の
中
で
ど
う
答
え
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
困
っ
て
い
た
が
、
中
国
文
字
学

の
重
鎮
で
あ
る
王
宇
信
先
生
（
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
研
究
員
）
が
「
漢

字
の
字
義
を
巡
っ
て
は
様
々
な
解
釈
が
あ
り
、
冷
静
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。
白
川
先

生
の
解
釈
に
は
き
ち
ん
と
し
た
理
由
が
あ
る
は
ず
で
す
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
事

態
が
収
ま
っ
た
。

2
．
白
川
文
字
学
の
系
列
文
字
の
解
釈

白
川
文
字
学
の
特
徴
は
、
文
字
の
音
に
と
ら
わ
れ
ず
、
文
字
の
中
に
あ
る
符
号

が
い
ろ
い
ろ
な
文
字
の
中
で
貫
通
し
た
意
味
を
も
つ
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か

も
、
そ
の
符
号
が
、
偏
旁
冠
脚
よ
り
も
っ
と
小
さ
い
形
態
素
で
あ
っ
て
も
同
様
に

貫
通
し
た
意
味
を
も
つ
も
の
と
す
る
。

（
1
）
例
え
ば
「
口
（

）」
と
い
う
字
が
あ
る
。『
説
文
』
に
お
い
て
は
形
声
文

字
に
お
い
て
は
偏
と
旁
、
会
意
文
字
に
お
い
て
は
お
の
お
の
意
味
を
も
つ
偏
旁
の

単
位
が
文
字
の
意
味
を
決
定
す
る
最
小
の
単
位
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
白
川
文
字

学
で
は
そ
れ
よ
り
も
っ
と
分
化
し
た
漢
字
の
符
号
に
目
を
向
け
る
。例
え
ば
、「
言
」

は
甲
骨
文
で
は
「

」
に
つ
く
り
、
こ
の
文
字
の
上
部
は
「
辛
」
で
あ
り
入

れ
墨
用
の
針
を
指
す
。「
口
（

）」
は
神
に
占
い
を
問
う
文
章
を
入
れ
る
祝
禱

の
器
で
、祝
禱
と
は
神
に
お
願
い
す
る
祝の
り
と詞
の
こ
と
で
あ
る
。「
言
」は「
口（

）」

の
上
に
「
辛
」
を
置
い
て
神
に
誓
う
こ
と
ば
を
い
い
、
違
約
の
時
に
は
入
れ
墨
の

刑
罰
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、「
音
」
は
金
文
を
「

」
に
つ
く
り
、

こ
の
字
は
「
言
」
の
「
口
（

）」
の
中
に
一
を
加
え
た
文
字
で
あ
る
。「
言
」

の
祈
り
に
対
し
て
神
の
反
応
が
あ
る
と
き
は
「
神
の
音
な
ひ
（
訪
れ
）」
と
し
て

の
暗
示
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
「
音
な
ひ
」
を
「
音
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
解

釈
は
従
来
の
文
字
学
者
に
は
な
い
、
ま
っ
た
く
新
し
い
解
釈
で
あ
る
。
私
は
白
川

博
士
の
「
言
」
と
「
音
」
の
解
釈
に
出
会
っ
た
と
き
、
何
か
背
中
に
ぞ
く
ぞ
く
と

走
る
興
奮
の
よ
う
な
も
の
を
覚
え
た
。『
説
文
』
で
最
小
単
位
の
符
号
と
さ
れ
て

い
た
「
言
」
が
「
辛
」
と
「
口
（

）」
に
分
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た

意
味
を
も
つ
こ
と
さ
え
、
従
来
の
文
字
学
者
に
は
お
よ
び
も
つ
か
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
ま
し
て
や
、「
言
」
と
「
音
」
が
意
味
上
で
こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
の
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あ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
す
ば
ら
し
い
発
見
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
古
代
中
国
に
お

い
て
神
の
啓
示
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
は
、
誰
し
も
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
と

思
う
が
、
白
川
博
士
は
人
間
の
言
問
い
に
対
し
て
神
が
音
で
反
応
す
る
と
し
た
考

え
に
は
本
当
に
驚
か
さ
れ
た
。
ま
た
、「
お
と
な
う
」
は
『
広
辞
苑
』（
第
五
版
）

で
み
る
と
「
①
音
を
立
て
る
。
ひ
び
く
。
②
訪
問
す
る
。
お
と
ず
れ
る
。
③
手
紙

を
出
す
。
音
信
す
る
。」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、「
音
の
ひ
び
き
」
が
「
神
の

訪
れ
」
で
あ
る
と
す
る
白
川
博
士
の
「
音
」
の
解
釈
は
、
古
代
か
ら
あ
る
「
お
と

な
う
」
と
い
う
言
葉
と
の
意
味
的
な
一
致
を
見
る
の
で
あ
る
。

（
2
）
例
え
ば
「
白
」
と
い
う
文
字
を
通
し
て
系
列
文
字
を
考
え
て
み
る
。

中
国
の
文
字
学
者
の
「
白
」
の
解
釈（

9
）は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

郭
沫
若
…
…
親
指
の
爪
の
形

陳
世
輝
…
…
人
の
頭
を
か
た
ど
っ
た
も
の

高
笏
之
…
…
髪
を
結
っ
た
人
面
の
形

朱
駿
聲
…
…
日
の
出
前
に
東
方
の
空
が
白
い
色
を
発
す
る
様
子

孫
海
波
…
…
白
は
伯
に
用
い
る
字

こ
れ
ら
に
対
し
て
白
川
博
士
は
、
白
を
髑ど

く
ろ髏
の
色
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
根
拠

は
「
伯
」
と
い
う
字
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
偉
大
な
指
導
者
や
敵
の
首
長
た

ち
の
首
は
白
骨
化
し
て
保
存
さ
れ
た
。
従
っ
て
そ
の
首
長
た
ち
は
伯
と
い
う（
10
）」。

他
の
文
字
学
者
は
「
白
」
の
字
形
し
か
見
て
い
な
い
か
ら
白
川
博
士
の
よ
う
な
解

釈
は
出
て
こ
な
い
。
ま
た
「
魂
魄
」
に
つ
い
て
『
礼
記
』
郊
特
牲
に
「
魂
気
は
天

に
帰
し
、
形
魄
は
地
に
帰
す
」
と
あ
る
。「
魂
」
は
人
間
の
精
神
的
な
も
の
、「
魄
」

は
地
上
的
な
も
の
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、「
魄
」
の
「
白
」
は
地
上
的
・
肉
体
的

な
髑
髏
の
白
を
表
し
て
い
る
。

中
国
の
文
字
学
者
は
「
白
」
の
字
形
か
ら
字
源
を
解
こ
う
と
し
た
が
、
白
川
博

士
は
「
伯
」
や
「
魄
」
と
い
っ
た
「
白
」
を
含
ん
だ
文
字
群
に
「
白
」
の
体
系
的

な
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
白
」
の
意
味
を
解
釈
し
た
。
こ
れ
が
、
白
川
博
士

の
文
字
学
の
一
番
の
特
徴
で
あ
る
。

（
3
）
白
川
文
字
学
に
見
ら
れ
る
系
列
文
字
の
例（
11
）は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

載
書　

口
（

） 

右　

召　

古　

固　

可　

各　

司　

谷
（
俗
・
欲
・
容
） 

周　

告　

　

啓
…
…

祭
祀　

史　

事　

使　

吏　

祭　

祀　

有　

宜

神
梯　

陰　

陽　

陟　

降　

隠　

際　

　

隔　

阿　

隰　

限　

陋　

隊　

墜　

防　

　

隈
…
…

文
身　

文　

　

彦　

顔　

斐　

彰　

奭　

爽　

爾　

軍
令　

禾　

　

和　

休　

　

暦　

歴　

戯　

劇　

取　

鳥
占　

進　

鳴　

唯　

雖　

雁　

應　

膺　

他
に
も
多
く
系
列
文
字
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

3
．
白
川
文
字
学
の
民
俗
学
的
方
法

白
川
博
士
は
『
中
国
古
代
の
民
俗
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
私
は
こ
の
書
で
、
三
つ
の
方
法
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
古
代
文
字
の

構
造
を
通
じ
て
考
え
ら
れ
る
古
代
人
の
生
活
と
思
惟
、
古
代
歌
謡
と
し
て
の
詩
篇

の
発
想
と
表
現
と
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
生
活
習
俗
の
あ
り
か
た
、
そ
し
て
第
三
に

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
わ
が
国
の
古
代
の
民
俗
的
な

事
実
と
対
応
さ
せ
な
が
ら
、
比
較
し
て
考
え
る
と
い
う
方
法
で
あ
る（
12
）」
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台
湾
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六
〇

「
古
代
歌
謡
と
民
俗
」
の
観
察
か
ら
、『
万
葉
集
』
と
『
詩
経
』
と
の
間
に
は
共

通
す
る
問
題
が
あ
る
と
し
た
。
枕
詞
が
地
霊
へ
の
よ
び
か
け
の
意
味
を
も
ち
、
詩

経
に
お
い
て
興
は
、そ
の
字
義
に
お
い
て
地
霊
へ
の
魂
鎮
め
の
意
味
を
も
つ
。『
詩

経
』
と
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
同
じ
発
想
に
も
つ
づ
く
表
現
が
み
ら
れ
る
こ
と
を

看
破
し
た
。
そ
れ
ら
の
考
え
方
を
原
点
と
し
て
、
古
代
文
字
の
語
源
が
、
当
時
の

民
俗
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
そ
し
そ
の
民
俗
の
原
点
に
は
古
代
の

宗
教
的
信
仰
と
か
自
然
観
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

白
川
博
士
は
「
も
し
こ
の
文
字
の
背
後
に
、
文
字
以
前
の
、
は
か
り
知
れ
ぬ
悠

遠
な
言
葉
の
時
代
の
記
憶
が
残
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
漢
字
の
体
系
は
、
こ
の

文
化
圏
に
お
け
る
人
類
の
歩
み
を
貫
い
て
、
そ
の
歴
史
を
如
実
に
示
す
地
層
の
断

面
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
そ
の
意
味
で
漢
字
は
、
人
類
に
と
っ
て
の
貴
重
な

文
化
的
遺
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る（
13
）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

文
字
の
形
象
か
ら
、
逆
に
古
代
の
民
俗
が
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
る
可
能
性
を
述
べ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
字
学
の
字
源
は
そ
の
文
字
が
作
ら
れ
た
時
代

の
民
俗
を
反
映
し
て
お
り
、そ
れ
を
文
字
学
の
視
点
に
据
え
る
と
い
う
や
り
方
が
、

白
川
文
字
学
の
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

4
．
殷
代
文
化
の
根
元
に
在
る
「
呪
」
の
思
想

神
に
祈
る
こ
と
は
「
呪
」
と
言
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
原
初
的
な
宗
教
は
荒
ぶ

る
自
然
に
対
し
て
、
祟
り
を
受
け
な
い
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
が

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。「
呪
」
は
「
口
（

）」
と
「
兄
」
に
従
い
、「
兄
」
が
祝
禱

の
器
で
あ
る
「
口
（

）」
を
戴
い
て
祈
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

殷
代
の
頃
は
「
祝
」
と
同
じ
意
味
で
、
後
に
呪
文
・
呪
詛
な
ど
呪
い
の
意
味
に
な

る
。
呪
能
と
は
、
神
に
交
信
し
て
神
を
呼
び
起
こ
す
能
力
を
指
す
。
白
川
博
士
は

「
文
字
は
、
こ
と
ば
の
呪
能
を
そ
こ
に
定
着
す
る
も
の
で
あ
り
、
書
か
れ
た
文
字

は
呪
能
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
た（
14
）」
と
述
べ
て
い
る
。
白
川
博
士
が
考
え
た
文
字

創
世
期
の
人
々
の
考
え
方
と
は
、
す
べ
て
の
個
人
や
集
団
の
未
来
を
神
に
託
し
、

神
を
自
分
の
味
方
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
未
来
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
こ
と

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
古
代
人
は
そ
の
た
め
に
神
に
対
し
て
「
呪
」
な
る
祭
祀
を

行
っ
た
。私
は
、白
川
博
士
が
漢
字
の
謎
解
き
を
す
る
た
め
の
最
大
の
前
提
は「
呪
」

だ
と
思
っ
て
い
る
。
白
川
博
士
は
「
漢
字
の
諸
問
題
」
の
中
で
「
文
字
の
構
成
要

素
を
厳
密
に
分
析
し
、
そ
の
形
象
の
含
む
意
味
を
、
当
時
の
人
々
の
生
活
と
意
識

に
即
し
て
と
ら
え
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
15
）」
と
述
べ
て
い
ま
す
。「
当
時
の

人
々
の
意
識
」
の
最
た
る
も
の
が
「
呪
」
な
の
で
あ
る
。

甲
骨
文
の
底
流
に
「
呪
」
の
観
念
が
常
に
あ
る
こ
と
を
看
破
し
た
の
は
白
川
博

士
の
す
ば
ら
し
い
功
績
で
、
そ
れ
以
前
の
日
中
の
文
字
学
者
に
も
そ
の
よ
う
な
考

え
方
が
皆
無
で
あ
る
。
白
川
文
字
学
は
何
で
も
古
代
の
宗
教
に
こ
じ
つ
け
る
と
い

う
あ
ま
り
白
川
文
字
学
を
ご
存
じ
な
い
方
の
ご
批
判
も
あ
る
。
中
国
の
文
字
学
者

も
白
川
説
を
こ
の
点
で
批
判
し
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

白
川
文
字
学
を
通
観
す
れ
ば
、
甲
骨
文
が
卜
い
の
た
め
に
作
ら
れ
た
文
字
で
あ
る

こ
と
が
十
分
理
解
で
き
る
。

四
．
中
国
の
文
字
学
者
の
白
川
文
字
学
に
対
す
る
解
釈

1
．『
字
統
』『
字
通
』『
字
訓
』
の
評
価

朱
順
龍
・
何
立
民
編
著
『
中
国
古
文
字
学
基
礎
』
の
「
白
川
静
的
貢
献（
16
）」
の

内
容
を
以
下
に
記
述
す
る
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

六
一

「
甲
骨
文
の
発
見
以
来
、
中
国
の
学
者
が
ど
う
し
て
も
到
達
し
た
か
っ
た
の
は
新

し
く
出
土
し
た
甲
骨
文
で
『
説
文
解
字
』
を
考
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
面

で
卓
越
し
貢
献
が
あ
っ
た
の
は
于
省
吾
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
事
業
を
な
し
終

え
て
は
い
な
か
っ
た
。

于
省
吾
は
『
甲
骨
文
字
詁
林
』
4
冊
（
中
華
書
局
）
を
編
集
し
、
一
つ
の
文
字

に
対
す
る
『
説
文
』
も
含
め
た
文
字
学
者
の
解
釈
を
集
め
た
。
読
者
が
比
較
研
究

し
や
す
い
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
本
は
『
説
文
』
の
解
釈
の
間
違
い
を
指

摘
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
解
釈
者
の
意
見
を
羅
列
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
筆
者
注
）

「
初
め
て
甲
骨
文
字
資
料
・
金
文
資
料
を
利
用
し
て
、全
面
系
統
的
な
『
説
文
解
字
』

を
考
証
し
た
の
は
白
川
静
で
あ
る
。
１
９
６
５
年
か
ら
白
川
静
は
引
き
続
い
て
15

巻
の
『
説
文
新
義
』
を
出
版
し
た
。
彼
は
甲
骨
文
と
金
文
資
料
を
仔
細
に
ま
た
相

互
に
考
証
し
、『
説
文
』
の
漢
字
字
義
の
正
確
性
を
肯
定
し
、
当
代
の
日
本
漢
学

界
に
お
け
る
『
説
文
』
研
究
の
最
高
峰
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
彼
は
『
字
通
』『
字

訓
』『
字
統
』
等
三
部
の
字
書
を
編
纂
し
た
。
彼
は
象
形
文
字
が
未
進
化
な
文
字

で
あ
り
、
表
音
文
字
は
進
化
し
た
文
字
と
認
識
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
象
形
文

字
の
理
論
か
ら
言
え
ば
、
漢
字
の
よ
う
な
具
体
的
全
面
的
な
表
現
の
言
語
文
字
は

他
に
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
ひ
た
す
ら
漢
字
を
低
く
貶
め
言
語
文
字
の
西

洋
化
を
主
張
す
る
こ
と
に
対
す
る
正
当
か
つ
厳
し
い
回
答
で
あ
っ
た
。」

こ
れ
ら
を
み
る
と
、
朱
順
龍
・
何
立
民
は
白
川
博
士
を
『
説
文
』
研
究
の
最
高

峰
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
漢
字
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
よ
う
な
表
音
文
字

に
比
べ
て
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
形
を
も
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
表
音
文
字
の
方
が

漢
字
の
よ
う
な
表
意
文
字
よ
り
進
化
し
て
い
る
と
考
え
る
人
は
多
く
い
る
が
、
白

川
博
士
は
そ
の
考
え
方
に
与
せ
ず
、
表
意
文
字
で
あ
る
漢
字
は
過
去
の
文
化
を
そ

の
ま
ま
伝
え
る
貴
重
な
文
字
だ
と
し
て
い
る
。
白
川
博
士
は
『
説
文
新
義
』
を
著

し
、
甲
骨
文
の
解
釈
に
よ
り
『
説
文
解
字
』
の
間
違
い
を
正
し
た
。
こ
れ
は
文
字

学
に
と
っ
て
大
き
な
功
績
で
あ
る
。
そ
の
後
に
著
さ
れ
た
『
字
統
』『
字
通
』『
字

訓
』
は
、日
本
の
知
識
界
に
も
衝
撃
的
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
筆
者
注
）

2
．  

劉
海
宇
「
日
本
漢
学
家
白
川
静
及
其
文
字
学
思
想（
17
）」
を
通
し
て
み
る
白
川

文
字
学

（
1
）
白
川
静
の
古
文
字
学
思
想

「
白
川
静
は
す
べ
て
の
文
字
を
各
種
体
系
の
中
に
と
ら
え
て
研
究
し
、
そ
れ
ら

を
声
義
等
の
関
係
に
捜
し
求
め
た
。
こ
れ
が
「
白
川
文
字
学
」
の
最
大
の
特
色
で

あ
る
。

白
川
静
は
文
字
学
を
古
代
人
類
学
的
基
礎
の
上
に
立
っ
て
論
述
し
、
両
者
は
表

裏
一
体
だ
と
す
る
。
例
え
ば「
臣
」「
民
」は
目
を
傷
つ
け
ら
れ
た
人
で
あ
り
、「
童
」

「
妾
」
は
額
に
刺
青
を
施
し
た
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
神
霊
的
な
犠
牲
と
し
て
供
せ

ら
れ
、
甲
骨
文
中
に
河
神
に
妾
を
差
し
出
す
記
載
が
見
ら
れ
る
。

「
口
（

）」
系
列
字
「
の
《
釋
史
》
…
…
「
史
」
は

を
木
に
著
け
た
形
で
、

こ
れ
を
手
に
持
ち
神
に
捧
げ
て
祭
る
祭
儀
、「
使
」
は
祭
り
の
使
者
、「
事
」
は
祭

り
の
使
者
の
意
と
使
者
と
し
て
行
う
祭
事
の
意
。
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台
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六
二

文
身
系
列
字
の
《
釋
文
》
…
…
「
文
」
の
甲
骨
文
は
「

」
に
つ
く
り
、「
×
」

は
胸
に
入
れ
ら
れ
た
文
身
（
入
れ
墨
）
を
意
味
す
る
。
系
列
字
に
文
・
彦
（

）・

顔
（
氤
）・
爽
・
爾
な
ど
が
あ
る
。

「

」
系
列
字
の
《
釋
師
》
…
…
「

」
は
郡
の
出
行
の
と
き
に
携
え
る
際
肉
の
形
。

系
列
字
に
師
・
追
・
遣
・
帰
（
歸
）
な
ど
が
あ
る
。

古
代
巫
術
に
関
す
る
媚
蛊
に
関
連
す
る
字
の
《
媚
蛊
関
係
字
説
》
…
…
媚
は
巫

女
、
巫
蛊
媚
道
と
呼
ば
れ
る
呪
詛
を
用
い
て
魔
女
的
な
呪
詛
を
行
う
こ
と
。
系
列

字
に
眉
・
媚
・
夢
・
蔑
・
薨
な
ど
が
あ
る
。

軍
礼
に
関
す
る
「
蔑
暦
」
…
…
蔑
は
媚
と
呼
ば
れ
る
巫
女
を
切
り
殺
し
て
敵
方

の
呪
力
を
奪
う
こ
と
で
、
暦
は
そ
の
軍
行
を
表
彰
す
る
意
」

白
川
博
士
は
文
字
系
列
と
い
う
考
え
方
を
重
視
し
、
同
じ
文
字
系
列
に
は
貫
通

し
た
意
味
が
あ
る
と
説
く
。白
川
博
士
は
偏
や
旁
よ
り
も
っ
と
小
さ
い
文
字
要
素
、

例
え
ば
歌
や
臨
の
口
（

）
に
、
こ
の
要
素
を
含
む
文
字
に
貫
通
し
た
意
味
を

求
め
る
、
と
い
う
方
法
論
を
採
っ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
従
来
の
文
字
学
に
は

な
く
、
今
後
の
文
字
学
の
新
し
い
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
私
が
白
川
文
字
学
を

中
国
の
文
字
学
者
に
説
得
し
た
い
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。（
筆
者
注
）

（
2
）
白
川
静
古
文
字
研
究
の
不
足
に
つ
い
て

「
白
川
静
の
古
文
字
研
究
は
非
常
に
特
色
が
あ
り
、
独
自
の
見
解
を
展
開
し
て

い
る
。
い
さ
さ
か
不
足
な
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
検
討
す
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
。

文
字
符
号
図
像
化
に
つ
い
て
の
理
解
は
会
意
文
字
の
範
囲
が
広
過
ぎ
、
非
常
に

簡
単
な
形
声
文
字
を
複
雑
な
会
意
文
字
と
し
て
理
解
す
る
。
古
文
字
の
字
形
の
中

に
は
、
時
に
は
形
に
意
味
が
な
い
飾
り
の
書
き
ぶ
り
や
符
号
が
あ
り
、
こ
の
符
号

は
字
の
音
義
と
何
ら
関
係
が
な
い
。」

（
3
）
白
川
静
の
「
口
」
符
号
に
つ
い
て
の
認
識
不
足

「
白
川
博
士
は
「
口
（

）」
を
祝
禱
（
神
社
の
祝
詞
の
よ
う
な
も
の
）
を
入

れ
る
器
と
し
た
。
左
は
左
手
に
呪
具
の
工
を
も
ち
、
右
は
右
手
に
祝
禱
の
器
を
も

ち
神
に
祈
る
意
と
し
た
。「
佑
」
は
「
口
（

）」
を
右
手
に
持
ち
神
に
祈
り
、

佑
助
を
求
め
る
意
で
あ
る
…
…
『
口
』
は
一
種
の
孳
乳
の
た
め
の
新
字
の
純
粋
符

号
の
使
用
で
あ
っ
て
、具
体
的
な
表
象
を
意
味
し
な
い
。
…
…
例
え
ば
高
、商
、周
、

啟
、
若
等
の
字
に
お
い
て
、
白
川
静
は
口
（

）
を
祝
告
の
器
形
と
解
釈
し
て

い
る
。
し
か
し
高
の
初
形
は
正
、
商
の
初
形
は

で
あ
り
、
周
の
初
形
は

で
あ
り
、
啓
の
初
形
は

で
あ
り
、
若
の
初
形
は

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
初

形
に
は
「
口
」
が
な
く
、祝
告
祈
祷
の
器
形
の
義
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
か
？

…
…
『
高
』
字
の
解
釈
は
自
己
矛
盾
し
て
い
る
。
白
川
静
は
字
形
に
『
上
部
は
望

楼
、
楼
観
の
形
』
と
し
、
口
を
加
え
て
『
望
楼
』
の
上
で
祝
告
の
儀
を
行
な
う
こ

と
と
す
る
。
…
…
白
川
静
は
い
つ
も
民
俗
学
的
材
料
と
観
点
か
ら
字
形
を
分
析
す

る
。た
だ
し
こ
の
方
法
は
時
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
。…
…
例
え
ば
白
川
静
は『
隹
』

を
も
っ
て
声
符
の
背
景
に
、
古
代
の
出
向
前
に
行
な
う
鳥
占
い
の
意
味
を
認
識
し

て
い
る
。
鳥
の
状
態
が
人
の
安
否
を
預
示
し
、
推
・
進
・
唯
・
雖
・
維
等
の
漢
字

は
そ
れ
ら
の
意
味
を
包
括
し
て
い
る
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
錐
・
堆
・
唯
・
椎
等

の
字
は
『
隹
』
の
声
符
で
あ
っ
て
、
鳥
占
い
に
関
連
し
て
い
る
と
ど
う
し
て
考
え

ら
れ
る
の
か
？
白
川
静
は
こ
れ
ら
の
字
に
対
し
て
、
た
だ
『
隹
』
声
の
形
声
字
と

の
み
解
釈
し
、
鳥
占
い
の
民
俗
を
説
明
に
加
え
て
い
な
い
。」

白
川
博
士
は
、「

」
に
つ
い
て
祝
禱
の
器
と
し
て
い
る
。「
口
」
に
は
「
祝
」
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三

「
兄
」
の
よ
う
に
耳
口
の
「
口
」
と
は
解
釈
で
き
な
い
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
は

祭
祀
の
符
号
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
と
し
か
考
え
よ
う
の
な
い
も
の
も
多
く
あ

る
。
確
か
に
「
高
」
の
「
口
」
が
祝
禱
の
器
か
ど
う
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
私
に
も

判
断
で
き
か
ね
る
。
祭
祀
の
符
号
と
し
て
の
「

」
に
は
一
定
の
範
囲
が
あ
る

と
考
え
る
文
字
学
者
も
い
る
。
と
も
あ
れ
、
白
川
博
士
が
「

」
を
耳
口
の
口

で
は
な
く
祭
祀
に
関
わ
る
文
字
と
看
破
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
文
字
の
解
釈

が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
白
川
博
士
の
功
績
は
大
き
い
と
い

え
る
。（
筆
者
注
）

3
．  

白
氷
『
青
銅
器
銘
文
研
究
―
白
川
静
金
文
学
著
作
的
成
就
与
疏
失（
18
）』
に
み

る
白
川
文
字
学

（
1
）
白
川
静
在
中
国
学
術
界
的
影
響

「
日
本
と
中
国
の
学
者
の
中
で
、
白
川
静
の
金
文
研
究
は
成
功
し
て
い
る
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
銘
文
の
解
釈
、
時
代
区
分
、
文
字
考
釈
及
び
金
文
に
よ
っ
て

考
察
さ
れ
た
歴
史
に
は
系
列
的
な
解
釈
の
成
就
が
見
ら
れ
る
。
金
文
学
を
研
究
す

る
多
く
の
学
者
の
中
で
、
白
川
静
は
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
彼
が
金
文
研
究
で
な

し
た
豊
富
な
成
果
に
よ
り
、
国
際
漢
学
界
の
大
家
と
し
て
の
学
術
的
地
位
を
確
立

し
た
。」

（
2
）
白
氷
の
《
金
文
通
釈
》
的
評
述

「
最
初
に
諸
家
の
説
を
多
く
採
用
し
、
考
釈
し
て
い
る
。
彼
は
各
家
の
長
所
を

集
め
、
各
家
の
観
点
に
対
し
て
評
述
し
、
実
際
の
学
術
的
観
点
と
符
合
す
る
も
の

を
重
視
し
、
過
分
の
評
価
を
せ
ず
過
ち
を
隠
す
こ
と
を
せ
ず
、
た
だ
各
家
の
論
の

是
非
を
論
じ
た
。
…
…
そ
の
次
に
原
資
料
を
も
っ
て
根
本
と
す
る
。
白
川
静
の
研

究
は
、
お
お
げ
さ
な
表
現
を
避
け
、
根
拠
の
な
い
論
は
極
め
て
少
な
く
、
で
き
る

だ
け
根
拠
の
あ
る
言
葉
を
求
め
、第
一
資
料
の
収
集
に
心
掛
け
て
研
究
の
立
脚
点
・

出
発
点
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
《
金
文
通
釈
》
は
日
本
語
で
撰
述
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
中
国
学
者
に
は
使
用
し
に
く
い
。《
金
文
通
釈
》
を
引
用
す
る
も

の
は
、
あ
る
い
は
肯
定
し
あ
る
い
は
否
定
し
、
多
い
時
は
一
段
・
半
段
の
引
用
で

あ
り
、
少
な
い
時
は
二
、三
言
の
言
葉
で
あ
っ
た
り
し
て
、
全
面
的
に
引
用
し
て

い
る
も
の
は
な
い
。」

（
3
）
白
氷
の
《
説
文
新
義
》
的
評
述

「《
説
文
新
義
》
の
33
文
字
か
ら
分
析
す
れ
ば
、
白
川
静
は
甲
骨
文
や
金
文
資
料

を
《
説
文
解
字
》
の
間
違
い
や
手
落
ち
に
対
し
て
考
証
糾
明
し
、
そ
の
よ
う
な
新

し
い
意
見
を
含
む
こ
と
が
《
説
文
新
義
》
と
名
づ
け
た
主
な
原
因
で
あ
る
。
そ
の

中
に
は
字
形
分
析
に
重
点
を
置
く
も
の
が
あ
り
、
字
義
の
解
釈
に
重
点
を
置
く
も

の
も
あ
り
、
大
部
分
は
字
形
分
析
と
字
義
の
解
釈
と
が
結
合
し
て
い
る
。
字
形
分

析
に
し
て
も
字
義
解
釈
に
し
て
も
、
新
し
い
見
方
で
あ
り
、
具
体
的
で
な
い
も
の
・

全
面
的
に
分
析
し
た
解
釈
で
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。『
口
』
載
書
説
も
新

し
い
認
識
で
あ
る
が
正
確
で
あ
る
か
ど
う
か
？
は
、
な
お
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い（
19
）」

筆
者
は
２
０
１
０
年
3
月
に
「
中
国
か
ら
見
た
白
川
文
字
学

―
白
氷
著
『
青

銅
器
銘
文
研
究
―
白
川
静
金
文
学
著
作
的
成
就
与
疏
失
』
に
つ
い
て
」
と
い
う
論

文
を
『
立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要
』
に
載
せ
た
。
白
氷
は

島
根
大
学
に
留
学
の
経
験
を
も
ち
、
帰
国
後
こ
の
著
書
を
書
い
て
い
る
。
著
書
を

読
む
と
、と
こ
ろ
ど
こ
ろ
日
本
語
を
誤
訳
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、



中
国
・
台
湾
に
お
け
る
白
川
文
字
学
の
受
容

六
四

概
ね
白
川
学
の
要
点
は
捉
え
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
白
氷
氏
は
白
川
博
士
の
『
金

文
通
釈
』
に
お
け
る
金
文
の
解
釈
に
つ
い
て
大
変
評
価
し
て
い
る
が
、
甲
骨
文
の

解
釈
に
は
正
し
い
所
も
あ
る
が
正
し
く
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
と
説
く
。
甲
骨
文

は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
、
不
明
は
不
明
と
し
て
と
ら
え
る
と
い
う

白
氷
氏
の
考
え
方
が
意
識
の
根
底
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
で
は
白
川
博

士
の
『
金
文
通
釈
』
は
非
常
に
評
価
が
高
い
が
、
博
士
の
甲
骨
文
の
解
釈
に
は
ま

だ
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
中
国
の
文
字
学
の

発
展
の
た
め
に
も
白
川
文
字
学
の
長
所
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
大
変
重
要
な

こ
と
だ
と
い
え
る
。（
筆
者
注
）

五
．
中
国
文
字
学
者
と
白
川
文
字
学
の
解
釈
に
つ
い
て

白
川
文
字
学
の
代
表
的
な
文
字
解
釈
で
あ
る
「
口
（

）」
に
つ
い
て
中
国
の

漢
字
学
者
と
の
解
釈
の
違
い
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
比
較
に
よ
り
、
白
川
博
士
の

字
源
解
釈
の
方
向
性
が
明
白
に
な
る
。

1
．「
口
（

）」）」
に
つ
い
て
の
各
文
字
学
者
の
解
釈
例

（
1
）『
説
文
解
字
』
二
上

「
口
，
人
所
以
言
食
也
，
象
形
」（
人
の
言
食
す
る
所
以
な
り
）

（
2
）
徐
中
舒
主
編
『
甲
骨
文
字
典（
20
）』

①
甲
骨
文
は
口
の
形
で
あ
り
、
人
の
言
食
の
器
官
と
し
て
い
る
。

②
人
名

③
災
禍
の
義
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。
甲
骨
文
に
「
甲
戌
卜
亡
口
（
甲

戌
に
卜
し
て
、
口
亡
き
か
）」
と
あ
り
、
こ
の
口
は
災
害
の
意
味
で
は
な
い
か
と

い
う
の
で
あ
る
。
亡
は
甲
骨
文
で
「
亡
羮
（
羮と

が

亡
き
か
）」
と
か
「
竜
亡
其
雨
（
竜

其
れ
雨
を
ふ
ら
す
亡
き
か
）」
な
ど
頻
出
し
て
お
り
、
文
意
か
ら
「
口
」
を
災
禍

と
見
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
饒
宗
頤
『
殷
代
貞
卜
人
物
通
考（
21
）』

甲
骨
文
の
「
亡
作
口
」「
亡
至
口
」
の
「
口
」
は
口
舌
の
禍
で
あ
る
と
す
る
。

舌
禍
と
は
自
分
が
言
っ
た
言
葉
で
受
け
る
災
い
を
い
う
。

（
4
）
姚
孝
遂
（
于
省
吾
主
編
『
甲
骨
文
字
詁
林（
22
）』）

甲
骨
文
の
「
口
」
を
偏
旁
に
使
っ
た
文
字
、
例
え
ば
「
魯
」「
唐
」「
咸
」「
高
」

「
君
」「
啓
」
等
の
「
口
」
は
単
に
区
別
符
号
で
あ
り
、「
口
」
の
本
義
と
は
関
係

が
な
い
。

（
5
）
加
藤
常
賢
『
漢
字
の
起
原（
23
）』

饒
炯
が
そ
の
著
『
説
文
部
首
訂
巻
二
』
に
「
凡
そ
空
中
に
し
て
洞
達
出
入
す
べ

き
も
の
は
、
皆
之
を
口
と
謂
ふ
」
を
受
け
、
言
食
の
口
の
み
で
は
な
く
す
べ
て
の

孔
口
を
口
の
意
味
と
し
口
の
意
味
を
「
あ
な
」
と
解
説
し
て
い
る
。

（
6
）
趙
誠
「
甲
骨
文
字
的
二
重
性
及
其
構
形
關
係（
24
）」　　

　
　

形
は
偏
旁
の
中
に
お
い
て
す
べ
て
口
を
表
す
の
で
は
な
い
。私
の
整
理
に
よ
り
、

以
下
の
七
種
類
に
ま
と
め
る
。

①　

  

口
を
表
す
も
の
。
基
本
的
な
形
態
で
あ
る
。
卜
辞
に
用
例
が
一
番
多
く

あ
る
。
例
え
ば
、「
曰
」

「
甘
」

「
歯
」

「
聴
」

「
聖
」

　
「
舌
」

　

。

②　
  

大
き
な
口
の
器
皿
、
現
在
の
盆
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
口
形

の
引
伸
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
合
」

　
「
會
」

　

。

③　

  

窓
の
形
。
窓
は
部
屋
の
口
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

形
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で
代
表
す
る
。
例
え
ば
、「
向
」

　

。

④　
  

穴
の
形
を
象
る
。
お
お
よ
そ
穴
は
大
地
の
上
に
開
い
て
い
る
口
の
よ
う

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

形
で
代
表
す
る
。
例
え
ば
、「
出
」

 
「
各
」

 

。

⑤　

  

眼
睛
の
形
に
象
る
。
動
物
の
眼
睛
は
遠
く
か
ら
見
れ
ば
、
或
い
は
正
面

か
ら
見
れ
ば
穴
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

の
符
号

で
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、「

」

。

⑥　

  

意
味
の
な
い
形
と
し
て
の
使
い
方
が
あ
る
。
例
え
ば
、
如
：「
啓
」

　

「
石
」

「
尹
」

「
君
」

。

⑦　

  

一
種
の
物
体
を
象
る
。

は
あ
る
時
は
意
味
を
表
す
し
、
あ
る
時
は

意
味
を
表
さ
な
い
。
例
え
ば
、「
兄
」 
 

「
高
」

「
右
」

「
霊
」

「
谷
」

　

。

上
述
の
挙
例
は
、
す
べ
て
の
　

形
の
甲
骨
文
字
の
類
型
を
言
い
表
し

た
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
い
う
よ
う
な
考
証
の
仕
方
は
、
す
べ
て
信
用
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
る
時
に
は
正
確
な
結
論
を
導
く
。

（
7
）
林
泰
輔
『
支
那
上
代
之
研
究（
25
）』

に
从
ふ
字
は
二
十
以
上
あ
り
、・
・
・
・
・
・
又
貝
を 

 

と
し
、
冊
を 

 

と
せ
し
は
、
そ
の
下
に
あ
る 

 

の
形
に
象
ど
り
た
り
も
の
な
る
べ
け

れ
ど
も
」
…
…
。

（
8
）
白
川
博
士
の
「
口
（

）」
説

①
「
卜
文
・
金
文
に
み
え
る
字
形
は
の
う
ち
、
口
耳
の
口
と
み
る
べ
き
も
の
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
お
お
む
ね
祝
祷
・
盟
誓
を
収
め
る
器
の
形
で
あ
る 

 

の
形
に

作
る（
26
）」

「
賽
は
投
げ
ら
れ
た
」
は
ロ
ー
マ
時
代
の
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
が
、
元
老

院
に
そ
む
い
て
兵
を
挙
げ
た
と
き
の
有
名
な
言
葉
で
あ
る
。
白
川
博
士
も
ま
た
、

「
口
（

）」
説
を
発
表
し
、
当
初
は
従
来
の
文
字
学
者
た
ち
か
ら
は
反
発
さ
れ

た
り
、
無
視
さ
れ
た
り
し
た
。
し
か
し
、
今
は
多
く
の
人
々
が
そ
の
説
を
認
め
る

に
至
っ
て
い
る
。

②
祝
詞
の
器
で
あ
る
「
口
（

）」
は
、「
言
」「
音
」
だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま

な
文
字
に
含
ま
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。
ま
ず
「
古
」
と

い
う
字
で
あ
る
。「
古
」
は
『
説
文
』
三
上
に
「
故
也
、从
十
口
、識
前
言
者
也
（
故

な
り
、
十
と
口
に
従
ふ
、
前
言
を
識
る
者
な
り
）」
と
あ
る
。『
説
文
』
に
よ
る
と
、

「
古
」
は
「
十
」
と
「
口
」
の
会
意
文
字
で
あ
り
、
故
（
む
か
し
の
こ
と
、
い
に

し
え
）
で
あ
り
、
前
言
（
古
人
の
述
べ
た
言
葉
や
前
代
の
説
話
）
を
知
っ
て
い
る

こ
と
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
を
見
て
、
何
か
し
っ
く
り
し
な
い
も
の
を
感
じ

る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
「
十
」
に
対
す
る
解
釈
が
抜

け
落
ち
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
白
川
博
士
は
『
説
文
』
は
お
そ
ら
く
、
十

人
が
そ
れ
ぞ
れ
口
を
も
っ
て
相
伝
承
す
る
と
解
し
た
も
の
で
、
ま
っ
た
く
の
俗
説

と
し
て
い
る
。

博
士
に
よ
る
と
、「
古
」
の
上
の
十
は
干
の
形
だ
と
い
う
。
祝
禱
の
詞
を
収
め

た
「
口
（

）」
の
上
に
干
を
た
て
、
こ
れ
を
安
全
に
守
る
た
め
に
干
を
置
い
た

も
の
と
解
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
祈
り
の
効
果
を
長
い
間
保
た
せ
る
こ
と

を
「
古
」
と
い
う
。
さ
ら
に
厳
重
に
守
護
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、
外
の
囲

い
を
加
え
た
。
こ
れ
を
「
固
」
と
い
う
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
「
古
」
が
、現
在
の
「
ふ

る
い
」
を
意
味
す
る
か
と
い
う
と
、
重
要
な
事
柄
に
つ
い
て
占
い
さ
れ
る
内
容
の

祝
禱
は
、「
典
故
」（
古
い
規
範
や
故
実
）
と
し
て
遵
守
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ



中
国
・
台
湾
に
お
け
る
白
川
文
字
学
の
受
容

六
六

こ
か
ら
往
古
・
先
古
の
意
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。『
史
牆
盤
』
と
呼
ば
れ
る
周

代
の
金
石
文
に
「
曰
古
文
王
（
古
に
曰
う
文
王
）」
と
あ
り
、
文
王
が
古
事
・
典

故
の
伝
承
者
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
古
」
は
も
と
も
と
抽
象
的
な
概
念

で
あ
っ
て
、
故
実
・
典
故
を
意
味
す
る
字
を
作
る
に
は
何
ら
か
の
比
喩
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
の
比
喩
が
「
干
」
と
「
口
（

）」
か
ら
成
る
「
古
」
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。「
故
」
は
「
古
」
を
攴
（
攵
）
で
打
つ
形
で
、
祈
り
の
効
果
を

害
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
古
い
」
の
ほ
か
に
故
意
に
み
ら
れ
る
「
わ
ざ
と
」

の
意
や
事
故
に
見
ら
れ
る
「
悪
い
出
来
事
」
の
意
を
含
む
よ
う
に
な
る
。

③　
「
兄
」
は
『
説
文
』
八
下
で
は
「
長
也
（
長
な
り
）」
と
あ
り
、
そ
れ
に
対
し

て
清
代
に
書
か
れ
た
『
段
注
』
に
「
口
之
言
無
盡
也
、故
以
儿
口
爲
滋
長
之
意
（
口

の
言
は
盡
く
る
こ
と
無
し
、
故
に
儿
口
を
以
て
滋
長
の
意
と
為
す
）」
と
「
兄
」

の
「
口
」
が
耳
口
「
口
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
説
文
』
は
「
兄
」

の
意
を
述
べ
る
だ
け
で
、
段
玉
裁
に
い
た
っ
て
は
、
な
に
や
ら
こ
じ
つ
け
が
ま
し

く
字
源
の
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、白
川
博
士
の「
口（

）」

を
適
用
す
る
と
、
字
源
が
容
易
に
解
釈
さ
れ
る
。「
兄
」
は
甲
骨
文
を
「

」

に
つ
く
り
、
神
に
祈
る
祝
詞
を
収
め
る
器
で
あ
る
「
口
（

）」
を
戴
い
て
神
を

祭
る
人
を
表
す
。「
兄
」
が
長
兄
の
意
と
な
る
の
は
、
長
男
が
家
の
祭
事
を
掌
っ

た
か
ら
あ
る
。
現
在
で
も
長
兄
が
親
の
葬
式
の
喪
主
に
な
る
の
は
、
昔
か
ら
の
し

き
た
り
を
踏
襲
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。「
兄
」
に
「
示
」
を
付
し
た
「
祝

（
凸
）」と
い
う
字
が
あ
る
が
、長
兄
が
祭
事
を
担
う
こ
と
を「
祝は

ふ
り」と
い
っ
た
。「
口

（

）」
は
古
代
中
国
の
祭
事
に
お
け
る
必
須
ア
イ
テ
ム
で
す
か
ら
、『
説
文
』
や

段
玉
裁
に
比
べ
て
、
白
川
説
が
正
し
い
こ
と
は
も
は
や
自
明
で
あ
ろ
う
。

④　
「
舎
」
は
旧
字
を
「
鐙
」
に
つ
く
り
、「
柄
」
は
把
手
の
あ
る
針
の
形
で
あ
る
。

こ
の
針
が
「
口
（

）」
を
突
き
刺
し
て
い
る
の
が
「
鐙
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
祝
禱
の
呪
能
は
や
ぶ
ら
れ
、
そ
の
呪
能
が
失
わ
れ
る
の
で
、「
捨
て
る
」
の

意
と
な
る
。「
舎
」
は
「
捨
（
香
）」
の
元
の
字
で
あ
る
。
舎
業
は
学
問
を
や
め
る

こ
と
を
意
味
し
「
捨
」
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
。「
舎
」
が
校
舎
や
宿
舎
な
ど
の

意
味
を
も
つ
の
は
、
次
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
祝
禱
の
器
「
口
（

）」
を
破
る

意
か
ら
、
祝
禱
の
内
容
を
外
に
宣
べ
る
意
と
な
り
、
命
令
を
発
す
る
こ
と
を
「
命

を
舎
く
」
と
い
う
。
こ
の
「
舎
く
」
の
意
か
ら
、
宿
舎
の
舎
に
当
た
る
意
味
が
出

て
き
た
よ
う
で
あ
る
。『
小
克
鼎
』
に
は
「
命
を
成
周
に
舎
く
」
と
あ
る
。
そ
の

古
音
は
余
に
近
く
、『
荘
子
』
知
北
遊
に
は
「
居
」
と
韻
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

⑤　
「
害
」は
旧
字
を「
槙
」に
つ
く
り
、金
文
を「

」に
つ
く
る
。「
口（

）」

を
把
手
の
あ
る
大
き
な
針
で
突
き
刺
し
て
、
呪
能
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
れ
で
「
害
」
は
「
き
ず
つ
け
る
、
そ
こ
な
う
、
わ
ざ
わ
い
」
の
意
と
な
る
。

ま
た
、「
吉
」
は
「
口
（

）」
の
上
に
「
士
」
を
置
い
て
い
る
。「
士
」
は
金
文

を
「

」
に
つ
く
り
、
小
さ
な
鉞
の
歯
を
下
に
し
て
お
く
形
で
あ
る
。「
王
」

は
甲
骨
文
を
「

」
に
つ
く
り
、
大
き
な
鉞
の
歯
を
下
に
し
て
お
く
形
で
あ
り
、

「
王
」
は
鉞
を
携
え
て
戦
争
を
指
揮
し
、「
士
」
は
戦
士
階
級
と
し
て
王
に
仕
え
た

人
で
あ
る
。「
吉
」
字
に
お
け
る
「
士
」
は
祝
詞
の
呪
能
を
封
じ
込
め
て
、
こ
れ

を
守
る
意
を
も
つ
。
こ
こ
か
ら
、
吉
善
の
意
が
生
ま
れ
る
。

⑥　

上
記
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、白
川
博
士
の
い
う「
口（

）」は「
言
」「
音
」

「
古
」「
舎
」「
害
」「
吉
」
の
各
文
字
に
一
貫
し
た
意
味
を
も
っ
て
、
他
の
文
字
要

素
と
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
召
」「
右
」「
可
」「
谷
」「
告
」「
吾
」

「
啓
」「
曰
」「
旨
」「
習
」「
暦
」「
皆
」
な
ど
に
も
「
口
（

）」
の
意
味
が
一
貫

し
て
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
語
っ
た
文
字
学
者
は
、
白
川
博
士
以
外
に
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は
い
な
い
。
投
げ
ら
れ
た
サ
イ
「
口
（

）」
は
み
ご
と
に
古
代
中
国
の
祭
祀
の

姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た
の
で
あ
る
。

2
．「
史
」
に
つ
い
て
の
各
文
字
学
者
の
解
釈
例

（
1
）『
説
文
解
字
』
三
下

「
史
，記
事
者
也
。
从
又
持
中
。
中
正
也
」（
史
は
事
を
記
す
者
な
り
。
又
〈
手
〉

の
、
中
を
持
す
る
に
從
ふ
。
中
は
正
な
り
）

（
2
）
徐
中
舒
主
編
『
甲
骨
文
字
典（
27
）』

は
野
獣
を
捕
獲
す
る
干
形
で
あ
り
、
上
に
枝
の
つ
い
た
捕
獲
器
具
で
あ

る
。

は
丫
の
上
に
縄
で
縛
っ
た
形
で
あ
る
。

は
或
い
は

に
作
り
、

の
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
馬
敘
倫
『
馬
氏
論
文
集（
28
）』

史
字
の
中
の

は
筆
の
形
で
あ
り
、
又
に
従
い
中
を
持
っ
て
事
柄
を
記
録
す

る
意
味
で
あ
る
。

（
4
）
陳
夢
家
「
史
字
新
釋（
29
）」

史
・
事
は
獣
を
取
る
道
具
で
あ
り
、

は
田
網
の
形
で
あ
る
。
田
網
に
は

二
つ
の
部
分
が
あ
り
、
丫
は
武
器
の
元
と
な
る
原
始
工
具
で
あ
り
、

は
網
の

形
で
あ
る
。

（
5
）
王
國
維
「
釋
史（
30
）」

『
周
禮
』
大
史
職
に
み
え
る
「
飾
中
」
の
「
中
」
を
執
る
形
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

周
禮
大
史
職
に
よ
る
と
、「
凡
そ
射
事
に
は
中
を
飾
り
、
筭
を
舍
く
」
と
あ
る
。

即
ち
史
は
、
こ
の
大
史
職
に
云
う
と
こ
ろ
の
飾
中
舍
筭
（
中
を
と
と
の
え
矢
を
入

れ
る
こ
と
）、
す
な
わ
ち
矢
器
を
も
つ
形
で
あ
る
。
中
は
盛
筭
の
器
で
あ
る
。
そ

う
し
た
矢
器
を
扱
う
役
人
が
本
来
の
史
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
史
の
職
掌
は
そ
れ
以

外
の
仕
事
に
も
広
が
っ
た
。
蔵
書
（
書
策
を
保
管
す
る
）
や
読
書
（
祝
詞
・
盟
書

な
ど
を
読
む
）
や
作
書
（
辞
令
を
作
成
す
る
）
な
ど
が
史
の
職
掌
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

（
6
）
吳
大
澂
『
說
文
古
籀
補（
31
）』
第
三

史
は
記
事
な
る
者
な
り
。
手
に
簡
を
執
る
形
に
象
る
。

（
7
）
江
永
『
周
禮
疑
義
舉
要
』
秋
官
『
皇
清
經
解
』
卷
二
四
八（
32
）

其
の
字
は
又
に
従
い
中
に
従
う
。又
は
右
手
な
り
。手
を
以
て
簿
書
を
持
つ
な
り
。

（
8
）
姚
孝
遂
（
于
省
吾
主
編
『
甲
骨
文
字
詁
林（
33
）』）

使
者
が
木
棒
に
つ
け
た
旗
を
も
っ
て
い
く
形
。
ま
だ
未
可
知
で
あ
り
今
後
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

（
9
）
内
藤
湖
南
「
支
那
に
於
け
る
史
の
起
源（
34
）」

「
史
」
字
の
「
中
」
は
「
盛
筭
の
器
」
で
あ
る
。

（
10
）
加
藤
常
賢
『
漢
字
の
起
原（
35
）』

「
中
」
の
「

｜

」
を
籌
策
（
数
を
か
ぞ
え
る
竹
の
棒
）
と
解
し
、古
代
で
は
「
数

を
か
ぞ
え
る
」
こ
と
と
「
読
む
」
こ
と
が
一
義
で
あ
っ
た
と
し
、そ
こ
か
ら
大
史
・

内
史
な
ど
歴
史
や
宮
中
の
記
録
を
司
る
官
名
に
使
わ
れ
た
と
解
釈
し
た
。

（
11
）
白
川
静　

新
訂
『
字
統（
36
）』

中
と
又
と
に
従
う
。
又
は
右
手
の
形
。
中
は
祝
祷
を
収
め
る
器
で
あ
る

を

木
に
著
け
た
形
。
こ
れ
を
手
に
も
ち
、
神
に
捧
げ
て
祭
る
形
式
の
祭
儀
を
史
と
い

い
、
史
祭
を
い
う
。

（
12
）
白
川
静
「
釋
史（
37
）」

「
史
」
の
甲
骨
文
「

」
と
「
事
」
の
甲
骨
文
「

」
の
区
別
が
あ
る
。
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「
史
」
は
内
祭
で
あ
り
、「
事
」
は
河
川
や
岳
、
山
川
の
諸
神
祀
る
と
き
に
は
、

祭
り
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
こ
れ
が
「
事
」
で
あ
る
。「
事
（

）」
は

頭
の

あ
る
長
桿
を
持
つ
形
で
あ
り
、「
史
（

）」
が
た
だ
宗
廟
の
中
で
祝
冊
の
器

を
神
木
に
懸
け
て
捧
持
す
る
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
事
（

）」　

は
遠

く
都
外
に
出
て
使
す
る
意
を
含
む
も
の
と
み
ら
れ
る
。

「
史
」
が
後
に
史
官
、
記
録
を
司
る
も
の
の
意
と
な
る
の
は
、
も
と
史
祭
に
お

け
る
祝
詞
を
保
存
し
、
そ
の
先
行
旧
行
に
よ
っ
て
伝
統
を
保
持
し
、
記
録
す
る
と

い
う
そ
の
職
掌
を
通
じ
て
、
の
ち
に
は
文
書
・
記
録
そ
の
も
の
を
保
管
す
る
も
の

と
な
っ
た
の
で
あ
る（
38
）。

3
．「
文
」
に
つ
い
て
の
各
文
字
学
者
の
解
釈
例

（
1
）『
説
文
解
字
』
九
上 

「
錯
畫
也
、象
交
文
（
錯
は
れ
る
畫
な
り
。
交
文
に
象
る
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
文
」
を
交
錯
す
る
線
と
す
る
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。

（
2
）
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』

「
錯
畫
也　

錯
當
作

。

畫
者　

之
畫
也
。
考
工
記
曰
。
青
與
赤
謂
之
文
。

畫
之
一
耑
也
。

畫
隅
文
之
本
義
。

彰
隅

之
本
義
、
義
不
同
也
。
黄
帝
之

史
倉
頡
見
鳥
曄
杓

之
迹
。
知
分
理
之
可
相
別
異
也
。
初
造
書
契
、
依
類
象
形
、

故
謂
之
文
。　

象
交
文　

象
兩
紋
交
互
也
。
紋
隅
、
文
之
俗
字
。（
錯
畫
也　

錯

は
當
に

に
作
る
べ
し
。

画
は　

の
画
な
り
。
考
工
記
に
曰
く
、
青
と
赤
は

之
を
文
と
謂
ふ
。

は
画
の
一
耑
な
り
。

画
は
文
の
本
義
、
彰
は

の
本
義
、

義
不
同
な
り
。
黄
帝
の
史
倉
頡
は
鳥
獣
の
蹄

の
跡
を
見
て
、
分
理
の
相
別
異
す

べ
き
を
知
る
な
り
。
初
め
て
書
契
を
造
る
に
、
類
に
依
り
形
に
象
る
。
故
に
之
を

文
と
謂
ふ
。
象
交
文　

両
紋
の
交
互
す
る
を
象
る
な
り
。
紋
は
文
の
俗
字
）」

段
玉
裁
は
ま
ず
「
文
」
の
字
義
を
『
説
文
』
に
従
っ
て
交
わ
る
線
に
求
め
、
そ

の
次
に
赤
や
青
の
色
彩
の
交
わ
り
か
ら
み
た
文
様
と
し
て
の
「
文
」、
線
と
画
に

よ
っ
て
成
り
立
つ
文
字
の
「
文
」
の
意
味
を
説
明
し
て
い
る
。
更
に
『
説
文
解
字
』

叙
の
倉
頡
の
説
明
を
加
え
、
類
に
よ
っ
て
字
形
を
定
め
た
文
字
の
「
文
」
の
意
味

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
『
説
文
』
に
原
意
を
依
拠
し
、
引
伸
義
を

述
べ
て
い
る
。

（
3
）
馬
叙
倫
『
讀
金
器
刻
詞（
39
）』

馬
叙
倫
は
周
代
の
父
乙
卯
彝
の
「

」
を
「
文
」
字
と
し
、「
文
為
黹
繍

之
畫
。
固
不
限
於
作

也
（
文
は
黹
繍
の

わ
る
画
で
あ
り
、
固
よ
り

に

作
る
に
限
ら
ず
）」
と
述
べ
、「
文
」
の
字
源
を
刺
繍
の
糸
の
交
わ
る
線
の
画
と
し

て
い
る
。

（
4
）
呉
大
徴
「
文
字
説（
40
）」

「
寧
王
即
文
王
、
寧
考
即
文
考
」（
寧
王
は
即
ち
文
王
、
寧
考
は
即
ち
文
考
）

呉
大
徴
は
『
尚
書
』
大
誥
篇
に
お
い
て
従
来
解
釈
さ
れ
て
き
た
「
寧
王
」「
寧
武
」

「
寧
考
」「
全
寧
人
」
の
「
寧
」
が
金
文
の
「

」
を
基
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ

は
「
寧
」
で
は
な
く
「
文
」
と
解
釈
す
べ
き
と
し
た
。
す
な
わ
ち
「
寧
王
」
で
は

な
く
「
文
王
」
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
「

」
の
中
に
あ
る

「

」
が
文
身
で
あ
る
と
は
語
っ
て
い
な
い
。「
文
」
の
字
源
が
文
身
で
あ
る
と

す
る
の
は
後
代
の
文
字
学
者
の
解
釈
に
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、
呉
大
徴
が
重
大
な

ヒ
ン
ト
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
。

（
5
）
呉
其
昌
『
殷
墟
書
契
解
詁（
41
）』

「
蓋
『
文
』
者
、
乃
像
一
繁
文
満
身
、
而
端
立
受
祭
之
尸
形
云
爾
（
蓋
し
『
文
』
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は
乃
ち
満
身
に
繁
雑
な
文
身
を
し
て
い
る
様
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
端
立
し
て
祭

り
を
受
け
る
尸
の
形
を
云
う
の
で
あ
る
）」
と
述
べ
、
亡
く
な
っ
た
人
に
「
文
」

を
か
ぶ
せ
て
い
う
語
で
あ
る
文
父
・
文
母
・
文
祖
・
文
王
な
ど
の
語
に
そ
の
字
源

を
求
め
る
。
し
か
し
、
呉
其
昌
の
い
う
よ
う
に
、
文
身
は
単
に
死
ん
だ
人
間
を
飾

る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、生
き
て
い
る
人
間
に
も
施
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
文
」
字
の
そ
も
そ
も
の
原
意
は
生
き
た
人
間
の
身
体
上
に
あ
る
文
身
で
あ
る
。

文
父
・
文
母
・
文
祖
・
文
王
の
「
文
」
の
意
味
は
そ
う
い
っ
た
文
身
の
二
次
的
な

意
味
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
朱
芳
圃
『
殷
周
文
字
釋
叢（
42
）』
巻
中

「
文
即
文
身
之
文
、
象
人
正
立
形
、
胸
即
之
／
×
ヽ
∪

、
即
刻
畫
之

文
飾
也
。『
禮
紀
』
王
制
：「
東
方
曰
夷
。
被
髪
文
身
、
有
不
火
食
矣
」
孔
疏
：
文

身
者
、
謂
以
丹
青
文
飾
其
身
（
文
は
即
ち
文
身
の
文
で
あ
り
、
人
の
正
立
形
に
象

る
。
胸
即
ち
之
／
×
ヽ
∪

は
即
ち
刻
画
の
文
飾
な
り
。『
禮
紀
』
王
制
：

『
東
方
曰
く
夷
。
被
髪
文
身
、
火
食
を
せ
ざ
る
あ
り
』、
孔
疏
：
文
身
は
丹
青
を
以

て
其
の
身
を
文
飾
す
る
と
謂
ふ
））
と
あ
り
、『
禮
紀
』
王
制
か
ら
引
用
し
て
東
夷

の
地
域
で
生
食
を
食
べ
る
も
の
に
文
身
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
東

方
曰
夷
」
は
周
代
の
「
夷
」
で
あ
る
か
ら
、
中
国
の
東
海
岸
に
あ
る
夷
族
を
指
し

て
い
る
。
こ
の
文
に
続
い
て
「
穀
梁
傳
哀
公
十
三
年
：『
呉
、
夷
狄
之
國
也
。
祝

髪
文
身
』（
穀
梁
傳
哀
公
十
三
年
『
呉
、夷
狄
の
國
な
り
。
祝
髪
文
身
』）」
と
あ
り
、

呉
は
「
夷
狄
」
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、「
考
文
身
為
初
民
普
徧
之
習
俗
、
吾
族

祖
先
、
自
無
例
外
（
考
え
る
に
、
文
身
は
初
民
の
普
徧
の
習
俗
で
あ
り
、
吾
が
族

の
祖
先
、自
ず
か
ら
例
外
は
な
い
）」と
述
べ
て
い
る
。
朱
芳
圃
氏
に
よ
る
と
、「
文
」

字
の
モ
デ
ル
は
一
般
的
な
中
国
の
民
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、「
文
」
字
は
「
大
」
や
「
人
」
の
字
形
に
属
さ
ず
、
こ
れ
ら
の
類
型
外
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、「
文
」字
の
モ
デ
ル
は
古
代
殷
人
以
外
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
7
）
徐
中
舒
主
編
『
甲
骨
文
字
典（
43
）』

象
正
立
之
人
形
。
胸
部
有
刻
畫
之
紋
飾
。
故
以
文
身
之
紋
為
文
（
正
面
に
立
つ

人
の
形
に
象
る
。
胸
部
に
は
彫
り
刻
ん
だ
紋
飾
が
あ
る
。
ゆ
え
に
文
身
を
以
て
文

と
為
す
。）

（
8
）
厳
一
萍
『
中
國
文
字（
44
）』
第
三
巻
第
九
冊

穀
梁
傳
哀
公
十
三
年
の
「
祝
髪
文
身
」・『
礼
記
』
王
制
の
「
被
髪
文
身
」・『
史

記
』
越
世
家
の
「
翦
髪
文
身
」
を
文
身
の
例
に
挙
げ
て
お
り
、「
文
」
字
を
構
成

す
る
文
身
を
越
族
に
求
め
て
い
る
。

（
9
）
臧
克
和
『
説
文
解
字
的
文
化
説
解（
45
）』

「
甲
骨
文
中
的
『
文
』
字
實
在
不
過
是
人
體
輪
廓
的
線
條
化
、
抽
象
化
。
因
此
，

『
文
』
字
的
字
源
，應
該
是
屬
於
所
謂
『
近
取
諸
身
』
的
『
人
文
』
之
類
。
至
於
『
文
』

字
內
部
所
填
實
部
分
的
符
號
，則
是
用
來
標
誌
人
的『
靈
巧
』的
文
飾
內
容
的
。（
甲

骨
文
中
の
『
文
』
字
は
実
際
に
は
人
体
の
輪
郭
の
線
条
化
、
抽
象
化
で
あ
る
。
そ

れ
で
、『
文
』
字
の
字
源
は
所
謂
『
近
取
諸
身
』
の
『
人
文
』
の
類
に
属
す
る
。『
文
』

字
の
字
内
に
書
か
れ
て
あ
る
符
号
に
至
っ
て
は
、
則
ち
器
用
に
書
か
れ
た
人
の
文

飾
の
内
容
を
表
し
て
い
る
）」
と
述
べ
、「
文
」
の
字
形
は
一
般
的
な
人
体
の
輪
郭

の
線
条
化
・
抽
象
化
と
見
て
お
り
、
そ
れ
に
文
飾
と
し
て
の
文
身
の
意
味
を
付
け

加
え
て
い
る
。

（
10
）
中
島
竦
『
書
契
淵
源（
46
）』
第
一
帙
中

「
余
疑
文
是
文
身
之
文
（
私
は
文
は
文
身
の
文
で
あ
ろ
う
と
思
う
）」



中
国
・
台
湾
に
お
け
る
白
川
文
字
学
の
受
容

七
〇

（
11
）
加
藤
常
賢
『
漢
字
の
起
原（
47
）』

「
文
」
字
は
「
項
の
部
分
の
襟
と
、
襟
が
胸
前
で
交

し
た
形
」
で
あ
る
。

※　
「

」
の
「
∧
」
は
弁
の
形
で
あ
り
、「

」
は
弁
を
被
る
た
め
に
髪

を
包
む
冠
巻
き
で
あ
り
、「
乂
」
形
は
布
目
を
表
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
加
藤

氏
は
「
文
」
字
の
文
身
説
に
つ
い
て
は
否
定
し
て
い
る
。

（
12
）
水
上
静
夫
『
漢
字
を
語
る（
48
）』

「
一
つ
は
、幾
重
に
も
襲
ね
着
を
し
た
衣
服
の
襟
元
が
交
錯
し
綺
麗
に
合
わ
さ
っ

た
形
を
か
た
ど
っ
た
、
象
形
文
字
で
あ
る
と
い
う
。
字
音
の
『
ブ
ン
・
ビ
ン
』（
漢

音
）
は
『
交

す
る
・
交
錯
す
る
・
斜
め
に
組
み
合
わ
せ
る
・
交
差
す
る
』
意
か

ら
き
て
お
り
、
後
に
細
か
く
美
し
い
も
の
（
↓
美
）
の
意
に
も
通
じ
る
よ
う
に
な

る
。
つ
ま
り
本
義
は
襟
元
で
衣
服
が
交
錯
し
て
美
し
い
意
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、

土
器
類
に
刻
み
込
ま
れ
た
縄
文
の
模
様
（
文
様
）
の
一
部
分
（
一
こ
ま
）
を
描
い

た
象
形
文
字
で
、『
ブ
ン
・
ビ
ン
』
の
音
は
『
小
さ
い
・
細
か
い
』
意
か
ら
き
て

い
て
、
こ
ま
ご
ま
と
飾
り
立
て
た
模
様
の
こ
と
を
い
う
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
物
の

形
を
象
っ
た
絵
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

水
上
氏
は
字
音
と
「
文
」
字
に
お
け
る
線
の
交
差
の
意
味
か
ら
「
文
」
の
意
を

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
字
音
は
何
時
の
時
代
の
も
の
か
不
明
で
あ
り
、

そ
の
発
音
が
原
意
を
表
す
文
字
の
時
代
の
も
の
な
の
か
引
伸
義
を
表
す
時
代
の
も

の
な
の
か
は
判
別
し
よ
う
が
な
い
。
や
は
り
原
意
を
見
る
に
は
字
形
か
ら
見
る
の

が
適
切
と
思
わ
れ
る
。

（
13
）
白
川
静
「
釋
文（
49
）」

白
川
博
士
は
「
文
」
を
甲
骨
文
・
金
文
に
見
る
人
の
正
面
形
の
胸
部
に
文
身
の

文
様
を
加
え
た
形
に
象
る
字
と
し
て
い
る
。
白
川
博
士
は
「
文
」
字
の
解
釈
に
お

い
て
他
の
文
字
学
者
よ
り
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
文
身
に
ま
つ
わ
る
系
列
字
を

列
挙
し
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
、筆
者
が
感
心
し
た
こ
と
は
「
凶
」

「
胸
」
字
内
の
「
×
」
符
号
が
、「
文
」
の
甲
骨
文
「

」
の
「
×
」
と
同
じ

意
味
符
号
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
た
こ
と
で
あ
る
。「
凶
」
字
に
つ
い
て
は
、『
説

文
』
七
上
に
「
悪
也
、
象
地
穿
交
陥
其
中
也
（
悪
な
り
、
地
穿
た
れ
て
、
其
の
中

に
交
陥
す
る
に
象
る
）」
と
あ
り
、「
交
陥
」
は
お
そ
ら
く
は
人
が
穴
の
中
に
陥
没

す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
白
川
博
士
の
よ
う
に
、「
凶
」
の
「
×
」
を
呪

符
と
見
れ
ば
、『
説
文
』
の
解
釈
と
は
食
い
違
う
。
こ
の
呪
符
が
「
匈
」「
胸
」
の

字
に
至
っ
て
は
文
身
の
意
と
な
る
。白
川
博
士
の
考
察
は
非
常
に
卓
見
と
い
え
る
。

更
に
、
白
川
博
士
は
「
爽
」
字
に
つ
い
て
、
そ
の
「
×
」
は
婦
人
の
死
葬
の
時
に

邪
霊
の
憑
く
の
を
防
ぐ
た
め
に
加
え
た
文
身
だ
と
す
る
。
朱
で
描
く
絵
身
で
あ
る

と
い
う
。
更
に
「
爽
」「
爾
」「
彌
」
は
ま
た
「
×
」
を
媒
介
と
し
た
同
系
の
意
味

を
も
つ
文
字
群
で
あ
る
と
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、「
文
」「
凶
」「
胸
」「
爽
」
は
す

べ
て
「
×
」
形
を
媒
介
と
し
た
系
列
文
字
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

（
14
）
白
川
静
『
中
国
古
代
の
文
化（
50
）』

「
文
と
い
う
字
形
は
、
そ
の
字
形
の
成
立
し
た
当
時
に
お
け
る
文
の
観
念
を
、

字
の
意
象
の
う
ち
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
文
身
で
あ
り
、
屍
体

聖
化
の
た
め
の
儀
礼
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
文
が
そ
の
よ
う
な
聖
標
識
で
あ

る
な
ら
ば
、
文
と
い
う
字
形
が
成
立
し
た
当
時
に
お
い
て
、
そ
れ
は
一
種
の
神
聖

観
念
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
文
身
そ
の
も
の
は
、
お
そ
ら
く
は
よ
り
素

朴
な
呪
的
記
号
、
あ
る
い
は
身
分
標
識
と
し
て
、
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の

で
あ
ろ
う
。」

日
常
生
活
に
お
い
て
施
さ
れ
て
い
た
文
身
が
屍
体
聖
化
の
た
め
の
儀
礼
の
絵
身
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よ
り
も
本
来
的
な
文
身
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。

六
．
白
川
静
著
作
を
翻
訳
す
る
意
義

1
．
漢
字
文
化
は
東
洋
で
際
立
っ
た
文
化
の
一
つ
。
し
た
が
っ
て
漢
字
を
創
出
し

た
中
国
に
お
い
て
は
重
要
な
学
問
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
昨
今
の
状
況
を
見
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
文
化
・
中
国
に
お
け
る
簡
体
字

な
ど
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
漢
字
の
効
率
的
使
用
の
み
が
注
目
さ
れ
、
漢
字
の
初

義
か
ら
通
観
で
き
る
文
字
文
化
の
奥
行
き
・
そ
の
す
ば
ら
し
い
文
化
性
が
忘
れ
去

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
白
川
静
先
生
は
よ
く
「
東
洋
の
回
復
」
と
い
う
言
葉
を

口
に
さ
れ
た
と
聞
く
。
東
洋
の
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
掘
り
起
こ
し
、
東
洋
の
精

神
的
な
繁
栄
と
平
和
の
維
持
を
希
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
白
川

学
の
翻
訳
は
そ
う
し
た
先
生
の
思
い
に
通
じ
、
漢
字
の
文
化
性
を
伝
え
る
も
の
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
現
代
の
中
国
で
は
甲
骨
文
字
・
金
文
の
研
究
は
先
人
の
作
成
し

た
甲
骨
文
字
の
解
釈
集
を
基
礎
と
し
て
総
合
的
に
自
分
の
解
釈
を
導
き
出
し
た
も

の
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
白
川
静
先
生
の
学
問
的
方
法
は
原
典
主
義
で
あ
り
、

甲
骨
文
・
金
文
の
原
典
や
『
説
文
解
字
』
を
総
合
的
に
取
り
上
げ
解
釈
し
な
お
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
体
系
的
で
あ
る
。

2
．
白
川
文
字
学
の
内
容
は
中
国
で
は
一
部
の
評
価
を
得
て
い
る
が
、
ま
だ
十
分

に
そ
の
詳
細
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
中
国
で
は
白
川
先
生
の
『
金
文
通
釈
』
に

つ
て
は
非
常
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
白
川
先

生
の
甲
骨
文
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
容
が
充
分
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
今

後
の
課
題
で
も
あ
る
。

3
．
中
国
で
は
甲
骨
文
字
を
最
初
に
解
読
し
た
羅
振
玉
、
王
国
維
、
董
作
賓
は
甲

骨
学
の
巨
頭
、
そ
れ
に
続
く
郭
沫
若
、
陳
夢
家
、
唐
蘭
、
于
省
吾
…
が
甲
骨
学
の

権
威
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
の
説
が
金
科
玉
条
の

よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
学
問
の
仕
方
に
つ
い
て
も
彼
ら
の
説

を
前
提
と
し
て
自
ら
の
論
を
展
開
す
る
学
者
の
傾
向
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
白

川
文
字
学
に
は
字
義
に
つ
い
て
の
新
出
の
解
釈
が
あ
る
。
し
か
も
論
述
が
立
証
的

で
あ
る
。

冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に
白
川
静
著
作
の
翻
訳
本
が
出
て
い
る
が
、
白
川
文
字

学
の
体
系
的
理
解
が
で
き
て
い
な
い
た
め
に
随
所
に
間
違
っ
た
翻
訳
が
見
受
け
ら

れ
、
読
ん
で
わ
か
り
に
く
い
場
合
が
あ
る
。
現
状
を
考
え
る
な
ら
、
わ
か
り
に
く

い
箇
所
に
は
翻
訳
者
が
注
釈
を
施
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
国
で
は
白
川
文
字
学
の

論
―
「
口
」「
文
」「
史
」
に
つ
い
て
は
一
説
と
し
て
見
る
人
も
多
い
。
そ
の
理
由

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現
在
の
中
国
文
字
学
者
は
従
来
の
甲
骨
文
字
学
を
継

承
し
て
、甲
骨
文
字
を
形
象
や
使
用
例
な
ど
狭
い
範
囲
で
解
釈
す
る
傾
向
が
あ
る
。

白
川
博
士
の
よ
う
に
文
字
学
以
外
の
殷
の
政
治
史
、
宗
教
観
な
ど
を
通
観
し
な
け

れ
ば
個
々
の
解
釈
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
森
を
見
て
木
を
見
ず
、
木

を
見
て
森
を
見
ず
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
白
川
文
字
学
の
最
も
優
れ
た
論
を
ど

の
よ
う
に
し
て
伝
え
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
翻
訳
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く

く
、
そ
の
解
釈
を
咀
嚼
し
て
解
説
し
て
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。



中
国
・
台
湾
に
お
け
る
白
川
文
字
学
の
受
容

七
二

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
中
国
の
文
字
学
者
が
白
川
文
字
学
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し

て
い
る
か
を
述
べ
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
私
が
一
番
気
に
な
っ
た
の
は
白
川

文
字
学
の
系
列
文
字
に
対
す
る
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
白
川
文

字
学
以
前
に
は
、
形
声
文
字
や
会
意
文
字
と
い
っ
た
偏
や
旁
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
造
字
解
釈
や
右
文
説
の
よ
う
に
形
声
文
字
の
声
符
に
も
意
味
を
求
め
る
も
の
の

ほ
か
に
発
音
を
主
に
し
て
文
字
の
語
源
を
考
え
る
方
法
な
ど
あ
っ
た
。
白
川
博
士

は
偏
や
旁
よ
り
も
も
っ
と
小
さ
い
文
字
の
要
素
（
例
え
ば
、
口
〈 
 

〉・
曰
・

×
な
ど
）
に
そ
れ
ら
を
含
む
文
字
に
貫
通
し
た
意
味
を
求
め
そ
れ
を
系
列
文
字
と

い
う
体
系
の
中
で
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
文
字
学
的
方
法
は
今
後
の
文
字
学
に
と
っ

て
す
ば
ら
し
い
指
標
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
白
川
文
字

学
の
長
所
を
ぜ
ひ
中
国
・
台
湾
の
学
者
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
文
字

学
の
発
展
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。
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